
   

公益社団法人宇都宮青年会議所 

２０１４年度 第４回 常任理事会 

              

 

日 時：２０１４年 ４月 １０日（木）１９：００～：２１：５３ 

場 所：コンセ―レ ＪＣルーム  

出席者：              

（  理   事    長  ） ：村上(敬称省略 以下同) 

（  直  前 理 事  長  ） ：福田(治) 

（ 顧         問  ） ： 

（ 副 理 事  長  ） ：朝田、木村(英)、福田(之)、小瀧、須山 

（  専  務 理  事  ） ：中島(崇) 

（  監                事  ） ：黒川、澤畑、飯野 

（  担 当 常 任 理 事  ） ：木村(武)(代理)、林 

（  全国大会招致会議議長  ）  : 羽石 

（ 会 員 拡 大 会 議 議 長  ） ：太城 

（  協働連携特別会議議長  ） ：篠﨑(達) 

（  法令会計審査会議議長  ） ：廣田 

（ 事 務 局 長  ） ：橋本 

 

 

１．開会宣言       ＜中島(崇)＞(役職名省略 以下同) 

 

２ ＪＣＩクリード唱和            ＜林＞ 

 

３．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 ＜太城＞ 

 

４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和       ＜橋本＞ 

 

５．関東地区宣言唱和      ＜羽石＞ 

 

６．出席者の確認                              ＜橋本＞ 

出席理事名１３／１４名 

 

７．議事録作人の指名         議事録  ＜総務委員会＞ 



 

８．前回議事録の確認              ＜中島(崇)＞ 

 

９．議題並びに資料の確認           ＜橋本＞ 

                           

１０．理事長挨拶                             ＜村上＞ 

 

 まずは第４回常任理事会に定刻どおりに集まっていただいた方にたいしましては、厚く

御礼を申し上げたいところでございます。非常に気になっていますのは遅刻、欠席が多い

ところでございます。公務というところでは致し方ない部分はございますけれども、ここ

は常任理事会ですから、１４４名の中核のメンバーでございますので、自覚を持って望ん

でいただきたいところであります。ここにいる人は自覚を持った人たちですので、是非、

仲間意識を持って声をかけたり、色々話をしてほしいと思うわけでありますけども、副理

事長に関しましては私の責任でありますので、私のほうからお話をしたいという風にまず

思いました。 

それから、４月２日にとちぎテレビに出演をしてまいりました。設営をして準備をして

いただいた専務グループ、豊﨑委員長をはじめ委員会のメンバーには本当にお世話になり

まして、しっかりとした放送、私も多少緊張はしましたけれども会を代表してしっかりと

したお話をしてくることができたと思いますし、これは初心にも書かせていただいており

ますブランディングの部分でもありますので、私もこれは継続して行かなければならない

と思っておりますので、会を代表してしっかりとこれからも続けて参りたいと思います。 

そして４月３日からはハワイの方に行って参りました。本当に木村委員長はじめ委員会

のメンバーにはすごく長い時間、準備をしていただいて本当にご苦労をかけたわけではあ

りますけれども、本当に実のあるハワイミッションになりました。本当に御礼を心から申

し上げたいと思います。そして３０名のメンバー、そして家族をあわせますと３７名で行

って来たわけでありますけれども、９７年に姉妹締結をして１７年が経つわけであります。

先輩たちが作ってくれた姉妹ＪＣという本当に貴重な機会で意思表示として友情を育んで

来たわけであります。この後、来月、再来月になりますでしょうか、報告議案があがって

くると思います。未来に向けて、ＪＣでしか教示できない姉妹ＪＣとの交流、これをさら

に発展させて行く、そんな報告議案になることを心より期待しているところであります。 

今日は一点お話したいことがありまして、実はハワイに行った日の午前中に免許の更新

に行って来たのです。お恥ずかしながら違反車講習だったのですが、２時間講習を受ける

中で本を貰うわけであります。これを読むとすごく細かいのです。講習を受ける際に考え

ながら聞いていたのですけど、はたしてこれを作る作業はどれくらいの時間がかかったの

だろうか、これをゼロから作った人が絶対いるのですよね。これはＪＣに置き換えると報

告議案みたいなもので、ブラッシュアップしていっているのだと思います、毎年、毎年、



何回も何回も、もちろん法律が変わるともちろん差し替えをしないといけないのですけど、

検証を重ねているわけですよね、どういった場所で事故が起きて、その度に法律ももちろ

ん変わるわけでありますし、この講習の本『安全運転を確かな物にするために』これは目

的ではありますけれども、この目的にそった検証を重ねてバージョンアップしてここまで

のすごく細かいけどわかりやすい本に仕上がっているわけであります。１日でこういった

本はできあがりませんし、何年も積み重ねて行く物で、それでどんどん事故などが減れば

もちろんいいわけであります。ＪＣも同じであります。常日頃私は話しますけど報告議案

は大切ですよと、事業計画を作られている方にこの話をいまするのもあれなのですけど、

毎年、毎年、先を見据えた運動を重ねていくことで広がりを持っていくのがこのＪＣ運動

でありますし、広がりを持たせられなければこれは運動とはいいませんので、日々の積み

重ね、細かいことの積み重ね、検証、これをしっかりしていただきたいと感じたわけであ

ります。この違反車講習ひとつ、こうゆう本をみるとそんなことに気づかされるわけであ

りますけれども、もちろん皆様方の仕事でも、日常にあらゆるヒント、運動のヒントが転

がっていると思うのです。是非アンテナを張って何事にも前向きにとらえていただいて、

どうすればもっとよくなるのか、もちろんそれは皆様方の仕事もそうですし、ＪＣに対し

て、すべてに対して積極的に取り組んでいただきたいという風に思った次第であります。 

結びにはなりますけれども実はハワイから帰って来て昨日ですね、京都のほうに行って

参りました。２０１１年私が日本ＪＣで議長を務めた時の同窓会が実はあったわけであり

ます。２０１１年の当時の仲間と振り返って話をしていたのですけれども、ちょうど震災

があった年で支援活動とともに日本ＪＣが毎年行っている運動を二足のわらじを履いてど

っちも１００％の力でやろうじゃないか、そんな固い絆をもって一年間駆け抜けた話をし

ていたわけであります。非常に懐かしかったと共にＪＣのよさを改めて感じるわけであり

ます。ともに活動した仲間との友情は一生の宝物でありますし、またこの三年間それぞれ

の立場、もちろん卒業された方もいらっしゃいますし、卒業した後でも社会にどうゆう風

に貢献しているか、現役のメンバーは毎年役職が変わりますので、その三年間どうゆう風

な過ごし方をして来たか、そして震災、東北にどう心を寄せて、いまだそれぞれが支援活

動をやっぱり行っていたわけであります。こういった刺激を私も昨日いただきましたし、

是非皆様に置かれましても、もちろんＬＯＭでも一緒なのです。委員会一年間一生懸命や

るとそういった絆ももちろん産まれますし、一生の仲間、そして常に刺激し合える仲間を

持つことができる。これがＪＣとしての素晴らしさだなと再確認したわけでありますので、

みなさまも是非、議長、委員長、委員会でメンバーに少しでもそんな気持ちを持ってあげ

られるような、そんなリーダーであって欲しいと思います。今日の常任理事会、議案、公

益事業等が沢山出て来ているわけでありますけれども、われわれはすべての市民そしてこ

の地域のために存在をしている団体であります。本日も真摯に会議に臨んで行きたいと思

います。  

 



 

 

１１. 直前理事長挨拶             ＜福田(治)＞ 

 

 今日は地域の学校の桜吹雪が舞う中での入学式、そのまま夜にＰＴＡの理事会がありま

して、どうしても外せない立場でございましたのでそちらに行っていたのですけれども、

４月の常任理事会でございますが、僕はＪＣで学んだこと、ＪＣにいた方は色々なところ

で認められていますので、みなさんも卒業するころになったりすると色々なところでおそ

らく引っ張りだこになっていくと思います、僕もそんな先輩方と仲がよくていろんなこと

があるので地域の小学校のＰＴＡというものにも行かせていただいているのですけど、こ

こでおこっている事とＪＣの中でおこっていることで非常に似ていることがあったのでお

話したいのですが、ＰＴＡは在籍している間しか活動できないのです。たとえば小学校６

年生の親御さんは子どもが卒業される時に歓送迎会とかがあると思うのですが、たとえば

学年委員さんとか４人ぐらいで歓送迎会に行って昔は４人いたら４人のうち２人は年末の

歓送迎会か最初の歓送迎会のどちらかに２人で絶対必ずでましょうという決まりがずっと

あって、でもＰＴＡがあれは強制力がまったくなくて任意なのですね、ですから出なくて

いいのだよ、やらなければやらなくていいのだよと、こうなると出ない人がどんどん出て

来てしまうのです。本当は４人いるうちの２人が出ないと行けないのが１人、へたすると

１人も出ないという学年とかが出てしまう。これって本当に決まりではないのですけど習

わしというか引き継ぎがされていない、そうするとなにに繋がるかって小学校の繋がる先

っていうのがコミュニティーの崩壊だと思うのですね、それが僕は色々な人の話をきいて

感じたのですけれども、これは非常に危ういことだと思うのです。じゃあどこがＪＣと被

っているのですかというところなのですが、理事会構成メンバー自ら議案を作られており

ますが、委員長が議案を作り、それを常任理事がチェックする。そしてその後、副理事長

がチェックする。多分それがどうも最近なされていないところが多々あるなと、私のほう

で２００７年当時に村上副理事長のもと既存の先輩が室長、私が委員長、国際交流でその

ころから国際好きだったのですね理事長は、国際交流委員長が議案を作ります。作って僕

は最初にその議案を常任と副理事長に一遍に送っていたのです。そうするとワードで編集

しわざわざ赤い字で変策をして、二人して真っ赤にして返して来るのです。二人がチェッ

クしているところが違うので合わせると全部真っ赤になってしまう、これは二人同時に送

るのはダメなのですね。ということでまず常任理事に送り、何回も何回もやりとりし、そ

の後当時の村上副理事長に送るのですね、そうすると一緒に送っていた時には真っ赤でや

ってられるかみたいな返され方をしていたのが、常任は議案を直接変えることとか、直接

指摘ごとを主に指摘するわけですね、でそれがクリアーになったら常任理事会とか理事会

で質問されるであろうことを今度投げかけるのです。そしてそこがクリアーになっていけ

ば、今度は副理事長の指摘に関しては議案に直接反映しなくてもその上程者ないし、議案



作成者が自分の中でしっかりと噛み砕いていればいいことだけを返してくれたのです。も

ちろん最初からできていたわけではないですけれども、やって行くうちにできた。たまた

ま当時の副理事長が隣にいますのでこの話をしたいと思ったのですけれども、そういうや

りとりをそれぞれの委員会で常任の皆様が委員長とされているのかなと、常任と副理事長

がそういう息を合わせた指導ができているのかなというのが、僕はできていないのではな

いのかなと、それが続いてくると理事長を務めさせていただいた私にも責任はあると思い

ますが、そういったことができていないと決まりとかやるべきことがしっかりと引き継が

れて行かないのでＬＯＭの力も下がるし、やっていく事業も素晴らしい物にできなくなる。

資金力とか人数だけはどんどん増えていきますけれども、やっぱり今そこのところが大切

だと思うのです。社会からは本当に卒業間近、卒業していくと皆様は期待をされて色々な

ところで引っ張りだこになるのです。それはこの在籍している時に一生懸命地域のために

やっているからこそだと思いますし、今しかこのことはできません、もう一度委員長をや

りたいと僕が思ってもできない。是非燃え尽きるつもりでそれぞれの一年をやっていただ

ければなと思います。協議の途中であまり長くは話したくないので是非ともそのことを皆

さん胸に、常任理事会構成メンバーとして是非ともそういったやり方でしっかりと常任理

事にくらいついていただければなと思います。是非ともそういった関係があるからこそ互

いを認められると思いますので、それぞれのラインでいい関係を、これはなあなあではな

くしっかりとしたそれぞれの立場と役割を全うするということです。是非ともそのことを

お願いして私のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

１２. 役員報告 

 

＜太城＞   ４月１７日にコンセーレ３階研修室で第３回公開委員会を行います。最近

ビジターの数が減ってきておりますので、是非、一人でも多くビジターを

連れて来ていただきまして拡大に繋がるようにお願いしたいと思います。 

 

＜中島(崇)＞ 今週土曜日、４月１２日の夜から地域交流委員会の伊沢君がアウトサイダ

ーの試合に出られます。理事長の方も応援を込めて観覧に行きますので、

是非皆様にも応援をしていただきたいという風に思います。それから渉外

委員会から連絡がいっているかと思いますが、４月１５日火曜日１８時か

らイタヤにて理事会構成メンバーと市長との懇話会がございます。続きま

して４月の２１日月曜日にブロックの事業になりますがＶＭＶセミナーが

コンセーレでございます。ＶＭＶですので入会歴の浅い方がメインにはな

ると思いますが、ぎりぎりまで出席受け付けをしてくれるそうなので、ラ

インでご興味がある方がいらっしゃいましたら宜しくお願いいたします。



それから関東地区フォーラムが４月の２６日土曜日に行われます。こちら

は午前１０時半頃からスタートして行きますが場所は新橋のヤクルトホー

ムになります。ＬＯＭからは一応約５０名の登録状況というふうになって

おりまして、懇親会もあり当日参加も可能でございますのでよろしくお願

いいたします。５月の案件は２件です。５月２日金曜日ゴールデンウィー

ク直前ですが、１９時よりタウンミーティングが小山白鴎大学にて行われ

ます。昨年担当されていたブロックの事業ではございますが、こちら５月

２日１９時からになります。詳細については渉外委員会より再度ご案内さ

せていただきます。最後ですが、５月１１日の日曜日に国際アカデミーの

体験プログラムが半田の地で行われます。こちらは昨年、小瀧副理事長と

私のほうで出席させていただきましたが、国際アカデミーの中でどういっ

たプログラムをやっているのかが体験できる１日かぎりの体験プログラム

でございます。３千円で、応募の締め切りが４月の３０日までとなってお

りますので、参加してみたいという方がいらっしゃいましたらラインの方

で一度声がけをしていただきたいと思います。 

 

＜小瀧＞   ４月の１２日土曜日ですが、対話集会の練習会に参加して参ります。２６

日の関東地区フォーラムで八戸の地におきまして対話集会と全体会議があ

りますので、山田小幹事と私の方で２５日から２７日まで行って参ります。 

 

１３. 協議事項 

 

協−０１ ２月例会 市長を囲む会 開催報告並びに決算（案）について 

 

協議資料に基づき、林常任理事より上程文の読み上げ。 

 

＜中島(崇)＞ フォーマット的なところから２点、意見と対応の対応の所になりますが、

これは引き継ぎ事項のどこの何番に書いてあるかという所まで細かく書い

ていただきたいと思います。それから参考資料の年間事業フレームは、現

状の進んでいる所まで塗りつぶし、進捗状況を確認の上で添付してくださ

い。 

 

＜羽石＞   アンケートの回収率が低かったのは議案ではなく、メンバー一人ひとりの

意識の問題が大きいと思います。 

 

＜橋本＞   たしか会場の設営をする際に、朝田副理事長、自ら設営をしなくてはなら



なかった状況があったと思いますが、それにたいしての具体的な記載がな

いと思います。次年度に対しての報告が引き継ぎなので、なるべく事例は

具体的に書き、来年この議案をみる方がイメージをしやすいと思いますの

で、しっかりと記入をお願いいたします。 

 

＜中島(崇)＞ 実際は設営についての引き継ぎで記載がされていますが、より細かくとい

うことでよろしいですか。 

 

＜橋本＞   はい。 

 

＜村上＞   議案的には纏まってみえますが、橋本事務局長もいっていたように、多分

纏まっていてめりはりがない。ぱっと読み流してしまうような綺麗な議案 

なので、引き継ぎの所はめりはりをつけ、強調したいところは強調するな

ど工夫をして欲しいです。またアンケートの検証を今回したみたいですが、 

検証の方法がアンケートでよいかを検証しましたでしょうか、基本アンケ

ートの回収率にもよりますが、回収率がたとえば参加人数の母数を１００

とした場合のパーセンテージ、回収できなかったりとか、その他どっちが

正解なのかなと迷うところがあると思うので、提案でもよいと思うので、

来年のこの後の事業のためにも検証の仕方がアンケートでいいのかどうか

を委員会で考えていただいて、それから理事会で報告していただきたいと

思います。 

 

 

協−０２ ＰＲ事業（映像制作）計画並びに予算（案）について 

 

協議資料に基づき、橋本事務局長より上程文の読み上げ。 

 

＜木村(武)＞ 気になった点が２点あります。振込手数料が５２４円になっていますが５

４０円に上がっているので変えるところと、紙資料だと伝わらないところ

があるので実際に映像ができてから再度確認、手直しはできるのでしょう

か、質問です。 

 

＜橋本＞   振込手数料の件は訂正させていただきます。映像に関しては理事会の審議

を基本的に絵コンテでいこうと考えております。もちろんできるところま

では作りたいと思いますが、理事会でおみせする絵コンテはもちろんカラ

ーの物で作りたいと思います。今回はカラーコピーを取る時間がとれずに



紙資料になってしまい大変申しわけございませんでした、次回の理事会に

はきちんとイメージができるカラーの資料を用意しますので確認していた

だければなと思います。 

 

＜中島(崇)＞ さきほどの絵コンテの補足をしますと、審議をいただいてから実際に業者

にムービーの発注、作成の発注をする段取りになりますので、実際は絵コ

ンテで確認を理事会でいただく流れです。 

 

＜林＞    絵コンテですが登場人物はモデルさんが入っているが、実際にはどういっ

た方が登場人物として登場するのか決まっているのでしょうか。 

 

＜橋本＞   絵コンテ上、いわゆるモデルとフレーズ化していますがメインキャストと

して２名の女子、仕事の風景をＪＣメンバーの中から２名選出したいと考

えております。ＬＯＭメンバーのなかから人選をして決めたいと考えてお

りますので、メンバー以外の出演は基本的にないと思います。 

 

＜中島(崇)＞ ムービーの流れですが、三段構成の流れを一度ご説明ください。 

 

＜橋本＞   ムービーの流れですが、まずはこちらの絵コンテに描いてありますＬＯＭ

メンバーの日常を切り取ったような物を２名、こちらの資料ですと建設業

が書いてある人や、保険業が書いてある人がたまたま出ていますけれども、

こういった形でどんな人がＪＣメンバーなのかを理解してもらうためにＬ

ＯＭメンバーにピックアップさせていただきまして、みや祭りやわんぱく

相撲、実際の対談、キャスト候補に村上理事長に最後に紙資料にエンディ

ングの部分ですが、職業を掲げたカードをもって笑顔でいろんな業種の方

がＪＣの構成メンバーになっているのだとアピールしたいと思っています。

また映像の統一間を出すためにスーツでの撮影を考えております。全部で

三段構成になっております。 

 

＜飯野＞   このＰＲ事業の予算ですが、公益事業での放映する場所で、公益事業で放

映をしますという形だと全額公益にはならないので、その辺りは廣田議長

の方で検討されているとは思いますが、予算上問題がないかご検討いただ

ければと思います。 

   

＜村上＞   今の話を聞いているといい映像になるイメージですが、みる人目線であま

り固くなりすぎない映像になるように宜しくお願いします。 



 

 

協−０３ ６月例会 第６４回ＡＳＰＡＣ山形大会における国際事業実施計画並びに予算

（案）について 

 

協議資料に基づき、橋本事務局長より上程文の読み上げ。 

 

＜中島(崇)＞ 正副でも出たガイドブックの説明をお願いいたします。 

 

＜橋本＞   ガイドブックになりますがこちらの方の写真はイメージで考えていただい

て、実際のところはメンバーの写真となります。 

 

＜中島(崇)＞ 通訳の件はどのようにお考えですか。 

 

＜橋本＞   通訳を入れなくても交流を図れると思っております。 

 

＜中島(崇)＞ ＡＳＰＡＣ山形での国際開催ということで、４日から７日での開催で、実

際に例会参加に関しましては、宮まつり方式といいますか２日間の内来て

くれれば出席扱いで基本的には考えておりますが、ご意見いただけたらと

思います。 

 

＜木村＞   通訳の部分なのですが、他のＬＯＭと交流を取るのに私が事業で感じたこ

となのですが、通訳は僕もいらないと思います。どうゆう風に後押しして

会話や交流を取らせる方法を取るかを委員会で揉まないと、自分たちから

なかなか行かないで固まってしまうことが今回もありましたので、委員会

で揉んだ方がよいと思います。 

 

＜太城＞   拡大委員会からいうとなんの期待も持てない例会になってしまうのでどう

なのかなと、ビジターは１００％行かないと思います。仮に入会認証式が

ある人も行かないと思います。 

  

＜橋本＞   おっしゃるとおりでして、例会の開催が山形で行いますのでビジターさん

が来るのには厳しい状況になっているかと思います。反省なのですが、山

形のＡＳＰＡＣでやるので例会もセレモニーも山形ですべてやらなくては

いけないとゆう固定概念がありました。たとえば今の意見を踏まえてオー

プニングのセレモニーは宇都宮でやってから移動するなど、委員会でもう



一度揉んでみたいと思います。 

 

＜廣田＞   質問なのですが、大局観を身につけるために参加すると思うのですが、Ａ

ＳＰＡＣのプログラムありきなのでしょうか、それとも委員会でお考えが

あるのでしょうか。 

 

＜橋本＞   当初はＡＳＰＡＣ大会ありきで考えていたのですが、よくよく考えるとこ

ちらの目的も書いてあるとおり大局的に捉えることを身につけることでＪ

Ｃ力アップと自己啓発に繋げてゆくため、ＡＳＰＡＣはそのツールだと考

えております。 

 

＜木村(武)＞ とちまるくんとミヤリーちゃん、こちらは山形ＪＣ、日本ＪＣの方には確

認は取ってあるのでしょうか、それと缶バッチデザインですが、これがち

ょっとあまりかっこよくはないのかなと、なんパターンか委員会で揉んで、

なんでこれにいたったのかいまいち腑に落ちないと思いました。 

 

＜橋本＞   最初の質問に関しましては、日本ＪＣ、山形ＪＣに確認を早急にとらせて

いただきたいと思います。缶バッチに関しましてはご指摘のとおり最初の

いちデザインで最初からスタートしていましたので、もうちょっとデザイ

ンについても揉んでみたいと思います。 

 

＜羽石＞   先ほどジャアパンナイトの話があったのですが、これこそＪＣの世界観が

学べるところでもあると思うのですが、やるにあたり、登録が絶対的に必

要になってくると思うのですが、メンバーが８０％の登録の方は５０名は

必要になってくるのではないかと思いますので、委員会内で検討してくだ

さい。 

 

＜林＞    大会ガイドというレポートが添付されているのですが、これの活用方法や

回収方法をもっと詳しく教えてください。 

 

＜橋本＞   こちらの回収方法につきましては、参加したメンバーに実際にその場で記

入いただくというのを考えてはおります。過去にいろんな事業でアンケー

トの回収方法は一つのテーマになっているかと思いますので、もう少し回

収方法につきましては委員会で揉んでみたいと思います。活用方法につき

ましては報告議案に載せていただきまして、次年度以降も他の事業に生き

るような形で報告議案に繋げていきたいと思います。 



 

＜村上＞   結局ＡＳＰＡＣに行って何をやるかわからない。議案のタイトルもおかし

いし、ＡＳＰＡＣにメンバーが行きたいと思わせる仕掛けを作らないとビ

ジターも行かなければ誰も行きません。例会として考えてください。ゼロ

ベースで考えたほうがよいと思います。 

    

 

協−０４ ６月事業 全国大会関連事業 開催計画並びに予算（案）について 

 

協議資料に基づき、羽石議長より上程文の読み上げ。 

 

＜中島(崇)＞ 参加因数計画が１５５名となっていて総数はあっているのですが、切り上

げをしていないと思いますので、１１６名になります。それから講演依頼

書、協力依頼書の審議対象資料ですが、７番、８番こちら謹啓、謹白にな

っていますので統一してください。謹啓のあとは行を変える、他の事業系

のものをみていただければわかると思いますので、そちらを統一してくだ

さい。それから参考資料ですが、事業計画、年間事業フレームが添付漏れ

していますので付けるようにしてください。最後にポスターですが、他の

参考資料等々もそうですが、タイトルのラ・バンバは平仮名なのかカタカ

ナなのか、ラ・バンバこの町になのか宇都宮なのか、字とタイトルの統一

をしてください。６月の事業で初協議ということでございまして、広報系

の議案にわけるということで、５月の常任後に臨時理事会で告知議案を先

に走らせたいとのことでございます。ですので一度わたくしのほうからご

連絡をさせていただきますが、常任後に臨時の審査と臨時の理事会という

ことで招集のご連絡をさせていただきたいと思っております。 

 

＜廣田＞   事業の目的のところで教えていただきたいのですが、対外の部分で市民意

識というのは宇都宮の市民であるという意識を醸成するのだと思いますが、

その後の未来へ伝えていくところは、なにを未来へ伝えていくイメージを

持たれていますか。 

 

＜羽石＞   未来へ伝えいくというのは、この宇都宮の未来の魅力を含めて宇都宮のま

ちがここまでなってきたのは、宇都宮を作った人たちがいるのを含め、そ

の辺りを未来へ繋いで行こうという形で考えております。 

 

＜廣田＞   宇都宮の歴史みたいなイメージでしょうか。 



 

＜羽石＞   歴史も含めて未来へ伝えていこうと思います。 

 

＜太城＞   未来へ繋いで行く手法というのは事業内容でいうとどの辺でしょうか。 

 

＜羽石＞   まずはこの事業に来てもらい、この宇都宮の魅力を感じてもらう。そこか

らその気持ち、宇都宮って楽しいなというその気持ちをその場で感じても

らい、その後それぞれの家に帰って事業に参加できなかった方にも伝えて

もらって繋げていけるのかなと考えております。 

 

＜林＞    予算書をみると会場設営費が９４万円ということで大部分を占めているよ

うな予算（案）になっているのですが、他のよりよい施設などそういった

題材案みたいな物は有ったのでしょうか。 

 

＜羽石＞   当初レディオベリー前の市民広場を予定していましたが、今回やろうとし

ていることに対して場所が小さいのかなということがありまして、バンバ

市民広場のほうに移った経緯になります。バンバ市民広場で頼んでいる業

者さんにすべて設営を含めて依頼した形での見積もりになっておりますの

で、その中で設置の手間代などそのあたりは今業者さんと交渉中でござい

ますので、今回の常任理事会までには間に合わなかったのですけれども、

もっと落とせる形で考えてはおります。 

 

＜太城＞   仮にバンバ広場を使うとなった場合、交渉がバンバ広場だけではダメだと

思います。参道の脇の色がついている所は二荒山神社の許可を取らないと

使えないのですが、その辺はご存知でしょうか。 

 

＜羽石＞   確認してあり、二荒山神社とも打ち合わせをさせてもらってあります。 

 

＜廣田＞   宇都宮市民の意識醸成をするのに各宇都宮の業者さんたち、スポーツチー

ムを呼ぶようなになっているかと思うのですが、こちらの業者を選定する

際に、どのような選定基準内容を設けたのか教えてください。 

 

＜羽石＞   今回の選定基準として、宇都宮の魅力を発信するということが大前提で選

定させていただいております。そういった中でスポーツチームは特に問題

はないかと思いますが、飲食ブースにつきましても業者相手という形では

なく、餃子だったりカクテルだったり、そういった所の観点から業者の方



と交渉しております。 

 

＜太城＞   宇都宮で開催したブロック体会を参考にされたかと思うのですけれども、

確かその時に当時の飯野監事にいわれた記憶からいうと、業者選定にあた

り、他の同業者と比べて、どのようにこの業種、業者を選定したのかとい

うことを公益事業として書いていますが、そういうことはされましたか、

または対応を考えていらっしゃいますか。 

 

＜羽石＞   今回あくまで魅力の発信というところでの業者選定でしたので、一度持ち

帰って確認させていただきます。 

 

＜太城＞   司精工さんてなんですか。 

 

＜羽石＞   司精工さんなのですけれども、ブリッツェンさんとかに自転車のパーツを

小ロット、数個単位で出している企業でございまして、社長さんも栃木の

魅力の発信を行うような団体に入り活動されている方でして、今回この司

精工さんとブリッツェンさんで組んでもらいます。司精工さんは元々部品

のメーカーだったのですけれども、独自の技術を生かし自転車を作ったり

スピードメーターなどを造り発信している業種でしたので、今回選ばせて

いただきました。 

 

＜橋本＞   いろんなブース、スポーツ団体を呼んでやるということはよくわかるので

すが、その来てもらう団体に基本おまかせ的なにおいがこの議案だと漂っ

てきてしまうのですが、そこに対して会議体としての意図とか、そういっ

たものは込められているのでしょうか、質問です。 

 

＜羽石＞   私のほうで全て打ち合わせ等とらせていただいているのですけれども、ま

ず一番にお伝えしたいのが、単なる展示ではなく来た方が選手、もしくは

チームの方と一緒に参加できるような内容にしてくださいと伝えてありま

す。ブレックスさんであればフリースローをしてもらい、ブレックスさん

自体が社会貢献できるような、そういった考えを強く持っていますので、

そういった中でおまかせというかアイディアをもらい組み込ませていただ

きました。 

 

＜村上＞   多少近づいて来ているが背景と目的と事業が繋がっていません。背景にＪ

Ｃの運動って書いてありますが、背景ではないですよね。こっち目線にな



っています。ここの目的は地域の絆と意識なわけで、所信に書いてあるこ

とからすると、背景には無関心とか当事者意識の欠如が絶対出てくるはず

です。そして手法として所信で表現している所からいうのであれば、市民

が誇れるローカル・アイデンティティーを発信するという手法がこの形に

なっている。琴線に触れることにより市民の地域に対する意識を変えるた

めの事業ということにならないと繋がらないのです。なので事業要綱をよ

く考えたほうがいいのと、ラ・バンバってどうゆう意味ですか、宇都宮市

民とどう関係があるのですか、こういう所の細かい一つひとつなのです。

事業名はすごくキャッチーじゃないといけないし、市民の興味を引き、五

感とかそういうレベルで付けているのだと思いますが、ラ・バンバってス

ペイン語でよろめくって意味らしいです。宇都宮とスペインは関係ありま

せん。後は業者がからむと公益性をそこねる可能性があるのでどうなって

行くのか、募集から始めるのか、廣田議長と飯野監事からアドバイスをも

らってください。それとなぜユニセフなのでしょうか。 

 

＜羽石＞   今回はブースをだしてもらうにあたり、基本的に出展料は貰わない形にな

っておりますで、そういった中で企業のブースが売り上げの一つに対して、

それを一人というわけではないのですけれど、企業が利益を出すことは大

変難しいところがありましたので、そういったことであれば利益をいった

んユニセフに寄付する形で公益性はとれるのかなといったところからユニ

セフ活動にしました。 

 

＜村上＞   ユニセフ募金だったらＮＯＴＨＩＮＧ ＢＵＴ ＮＥＴＳじゃダメなのか

なと思ったりするのです。細かいところが荒いのです。開催趣意書にも全

国大会をめざすことでありますとありますが、開催趣意書に宇都宮ＪＣの

全国大会をめざすことは書く必要がないと思います。市民の人がこれでは

のってこれません。そうゆうところで背景が大切だと思います。ただ方向

性は間違えていません。やりたいことが近くはなってきていると思うので、

理由付けをして詰めて行けばなんとかなると思います。みえて来たところ

で少し安心しました。  

 

 

協−０５ ９月例会 第４回宇都宮ストリートダンス選手権 開催計画並びに予算（案）に

ついて  

 

協議資料に基づき、林理事より上程文の読み上げ。 



 

＜中島(崇)＞ 議案上の中に細かくリンクで飛ばしていただいていますが、議案上に参考

資料には載っていないものがけっこうありますので、全て参考資料に記載

するようにしてください。細かい所なのでこれは作成者の方でチェックを

していただいて参考資料に漏れがないように付けていただきたいと思いま

す。参加員数計画は１１５名ではなく、切り上げで１１６名でお願いしま

す。それから参考資料の事業計画と事業年間予定ですが、チェックがされ

ていないのでチェックをしてください。それから参考資料の１８番、参加

者募集についてですが、これは中身をみると参加者を増員した理由書なの

で、参加者増員理由書というふうに変えていただいたほうがわかりやすい

と思います。同様の内容で２０番の会場についてですが、これも会場を選

定した理由書なので会場についてではなく、会場選定理由書と名前を変え

てください。それから１９番の青少年活動拠点創出事業実施要網も修正を

しておいてください。それから参考資料２１番の中央教育審議会の資料が

付いていまして、それは背景を説明する資料ということで添付するのなら

中身のところが平成５年や６年で、２０年以上前の情報なので、背景を根

拠とするのには情報が古いのではないかと思います。背景に書いてある現

代社会の取り巻く環境ですとか、そういった説明文があったと思うのです

が、それを証明するといいますか、根拠となるものをつけてください。説

明をしていただきたいと意見があり、それに対するところでこれを付けて

いただいたのだと思うのですが、情報が最近のものではないので指摘をさ

せていただきました。 

 

＜木村(武)＞ 警備の内容は資料として付けてください。具体的な配置図や警備の意識を

高めるためにも必要だと思います。あとアンケートなのですが、アンケー

トの場所がオリオンスクエアや、また開催してもいいかとかのＪＣよりの

アンケートになっています。子どもたちや保護者が一緒に来ると思うので、

保護者からの新鮮な意見が聞けるアンケートの方がよいと思います。最後

ですが、角が立ったら申しわけないのですが、予算のところで（株）五光

さんの高額な予算が出ているのと、ゲストにここまで必要なのかなと、そ

もそも青少年という面で私が思うに参加してくれた子どもたちがもっと楽

しんで次に頑張れるような、そういった面でもう少し削って何か違うもの

に、たとえば参加賞がジュースとかではなく僕が子どもだったらトロフィ

ーとか、優勝しなくても参加して頑張って小さいメダルでもいいから貰え

たら嬉しいし、来年も頑張ろうってなるのかなと、そこを予算と検討して

いただけるともっとよい事業になるのかなと思いました。 



 

＜林＞    持ち帰らせていただいて、もう一度検討させていただこうと思います。 

 

＜小瀧＞   参加者募集なのですけれども２６チームが去年出場し、確実な例会設営を

優先するが故、こちらからお断りしなきゃならない経緯があったとのこと

ですが、本年は３０チームに増やしておりますが、昨年は何チーム、何人

ぐらい断ったのか引き継いでいますか、それがわからないとまた３０チー

ムを超える人数が来ていたとしたら、参加者募集の文言の確実な例会を優

先するが故、という部分がおかしくなると思いましたので、意見です。 

 

＜林＞    正確な昨年の申し込みチーム数は確認できていませんでしたので、確認の

上、もう一度内容の変更をしたいと思います。 

 

＜木村(武)＞ 初心者部門と選手権部門をわける理由は何ですか、わけるのであれば何を

基準にしているのでしょうか。 

 

＜林＞    初心者部門に関しましては、ダンスをはじめて一年程度のレベルのダンス

チームと、まだダンス大会に出場したことがないチームの方のはじめての

機会といたしまして、この宇都宮ストリートダンス選手権に参加していた

だければなという意図です。選手権部門に関してはダンススクール等々レ

ベルに関しましても色々あると思うのですが、それを含めた上で選手権部

門と考えております。  

 

＜木村(武)＞ わけるにあたり、初心者部門と選手権部門でわけるのであれば、去年とか

もみていて思ったのですが、体の発育、能力、体の大きさ成長など、小学

生部門、中学生部門とかでわけた方が平等性が審査にもでるのかなと思い

ました。 

 

＜澤畑＞   さっきの人数が去年どれくらいだったのかですが、確かに去年は多く応募

がありました。去年担当常任だったので父兄の方たちと話したのですが、

いつやったらいいのですかと聞いた時に、いつでもよいのだというお話が

返ってきまして、結局どこにしてもダンスの大会は色々あるらしく、関わ

っているダンスチームによって違ったり、学校行事も様々なので、結局、

空いていれば出るけど空いていなければ出ない。結局その日に空いている

チームが出るだけだから、必ずしもまたオーバーするかどうかもわからな

い。だからその辺を、もちろん去年どうだったか調べるのも必要なのです



が、学校行事とかダンス行事とかその辺をしっかり調べてチーム数は決め

た方がいいと思います。去年オーバーしたからまたオーバーするかはわか

らないので、その辺を去年の委員長や委員会メンバーと話をしていないの

がよくわかりました。木村委員長がいっていた初心者と選手権の区分に関

しても、１年未満といってもたとえば１チーム２０人いますよね、その中

の１９人が１年やってなくて１人は２０年もやっている人だったらどうす

るのでしょうか、またチームとしては１ヶ月だけど個々の個人は５年もや

っている、とかはどうするのかと、去年問題になったので知っているはず

なのですよ。それをもっと話し合って色々と細かい所、３人で出るチーム、

２人は初心者、うち一人はやって１週間ぐらいなのにこっちは２年ぐらい

やっているだとか、それも初心者なのですかというところなのです。ちゃ

んとした明確な基準が必要だと思います。過去の全ての意見に対しての対

応をわかっていないのがよくわかったので、もう少しそれは詰めたほうが

よいなとすごく感じました。打ち合わせをするようにしてください。 

  

＜小瀧＞   事業実地に至る背景ですが、ストリートダンス選手権に出る子どもたちと

いうのはこの背景には当てはまらない子どもたちです。仲間との体験の共

有も減り、団体での行動が苦手になっています。と書いてあり、一般的な

子どもたちの状況が書いてあるのですが、実際に集めるのは活発なダンス

をやっている子どもたちなので背景がちょっと違うような気がすると思い

ます。 

 

＜橋本＞   同じ背景に関してですが、背景にかいてあるのはどのように繋がってくる

のか、もしくはどうゆう所からこの様な背景になったのかを教えていただ

きたいのですが。 

 

＜林＞    背景がどのように繋がって行くのかということなのですが、大きくは次世

代を担う子どもの成長が必要だということがありますので、もう一度検討

して参ります。 

 

＜福田(治)＞ 宇都宮ストリートダンス選手権が今後どのになって行かないといけないの

か、ビジョンはお持ちですか。 

 

＜林＞    今年４年目ということで毎年会場を変えやって来ております。毎年その時

の理事長の方針に乗っ取り様々な手法を考えているわけですが、子どもた

ちの笑顔を沢山生み出せる事業ということでわんぱく相撲と共に宇都宮Ｊ



Ｃとしては大変素晴らしい事業だと考えておりますので、今後におきまし

てもますますダンス大会として、宇都宮ＪＣの青少年育成のみならずより

大きなダンス大会として認知していただけるように内容や審査内容など細

かく検討していく必要があると思うのですが、一方で宇都宮ＪＣだけの事

業に留まっていることが必ずしもよいことではないのかもしれません。継

続事業として宇都宮ＪＣが抱えて行くことがよいことではないかもしれな

いとゆう議論も出ていますので、ゆくゆく宇都宮市がもっとよい物を作る

上で、こちらの事業を引き継いでいただけるということを念頭に置きなが

ら事業の方を構築していただけるとよいのではないかなと思います。 

 

＜福田(治)＞ 僕が思うのは去年ぐらいから宇都宮市の方がだいぶ乗っかって来てくれて

おり、市のほうが優先的にしてくれたわけです。ということはずっと我々

が抱えるのか抱えないのかというところがもちろんありますけれども、チ

ャンスなのだと思うのです。ダンスの世界というのはスクールさんごとに

縦、横の壁が高い、こういった大会を公益でできるのはまさにＪＣだから

こそだと思いますので、ダンスという世界の細かいところもしっかり全て

詰めてクリアーにしていかなければいけないけれども、今はもっともっと

大きくできる機会だと思うので、たとえば選手権をどうこうのするのだっ

たら小学校低学年と高学年、それと中学生、高校生、会場もオリオンスク

エア一つにとどめる必要がない、バンバ広場を使ったり、町中を宇都宮Ｊ

Ｃが行うストリートダンス選手権でジャックしてしまうくらいの心構えを

持ってやってもよいのではないかなと、今まさにそのチャンスが訪れてる

と僕は思っています。もちろん細かい所は詰めないと行けない、でも委員

会としてはそれぐらいの気持ちでできる時だと思うので、是非そういった

気持ちで取り組んでいただいて、本当に今がチャンスじゃないかなと、拡

大からすると非常にまた委員会がひとつになる機会ですし、オリオンスク

エアでこれだけの予算をかけてやっていますけれどもメンバー手があまり

ます。会場を２つに別けても全然問題ないのです。それごと市にもちかけ

てやればいいのです。是非ともそのための佐藤市長への根回しであればも

ちろん理事長も喜んで一肌脱いでいただけると思いますし、わたくしも手

伝いますので是非それくらいの気持ちで取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 

＜村上＞   いま直前がいっていただいたロードマップを作ってみたらどうだろうとい

う話ですが、ダンス選手権が主本にあり、この事業をとおしてどうやって

広がりを持たせるかというのを常に考えないと、運動になっていかないと



思うのですね、直前は優しいので色々な手法を授けて貰いましたけれども、

どうやったら広がれるのか、他の団体に移管するってことがロードマップ

を作ってくれという話ではない。ロードマップで今年、来年とどういう風

に考えて行くか、その中で移管するべきなのかどうか、またさらにイメー

ジをどんどん膨らませていただきたいと思います。 

 

 

協−０６ ９月例会 第４回宇都宮ストリートダンス選手権 告知計画並びに予算（案） 

について 

 

協議資料に基づき、林理事より上程文の読み上げ。 

 

＜中島(崇)＞ 添付の資料に関しましては、８、９、１０のリンクが飛んでいません。そ

れから１３番、プレスリリースの理事長名が去年のままなので、これは必

ず修正をしてください。続きまして審議対象資料１９番の案内文（ビジタ

ー用）ですが、これは事務局でプリントアウトやコピーをするつもりでい

らっしゃいますか。 

 

＜林＞    はい 

 

＜中島(崇)＞ であればカラーはやめたほうがよろしいかと思います。これは修正をして

ください。それから対外目的なのですが、告知をする目的にはちょっと目

的と異なる部分がかなりあるのかなという風に思えますので、一度精査し

てください。また紙資料の方ですが、協賛のお願い、それから協力のお願

いに関しましては先程の全国大会議案と同じで行を変えずそのまま綴って

スペースを付けるようにしてください。 

 

＜廣田＞   ポスターの計上予算ですが、審議対象資料にポスターがございません。い

つあがってくる予定なのかスケジュールを教えていただければと思います。

質問です。 

 

＜林＞    ５月にまずこちらの対外資料の審議をいただきまして、６月にポスターの

審議をいただく予定です。ポスターを添付するのは５月の議案書から上程

いたしまして、ポスターの審議をいただくのは６月という形になっており

ます。 

 



＜朝田＞   広報議案の方で、まず後援等の審議をいただいてから、本体議案の方でポ

スターの審議をいただく形となります。 

 

＜中島(崇)＞ ５月２５日審議でポスターの審議をとるという形で宜しいです。  

 

＜廣田＞   今現状、告知費用で９７，５６０円計上されていますが、その中にポスタ

ーの作成費が入っているようにみられるので、６月で審議をとるのであれ

ばその部分は抜いていただければと思います。以上意見です。 

 

＜木村(武)＞ ポスターはこれからということなのですが、自分なりにみてですが参加者

募集よりのポスターになっていくのかなと感じるのでます。参加者募集も

重要だと想うのですけれどもそれをみに来る子どもたち、仮にダンスをや

っていない子がオリオンスクエアでやるのでそれをみて、ダンスをやって

みようとか、みに行こうと思うようなポスターを是非、作成していただけ

ればいい告知になるのかなと思います。 

 

＜飯野＞   ポスターの配布先になりますが、今回特に青少年育成の事業ということで、

メインとなる小中高の配布先が宇都宮の全部ではないと思うのですが、公

益事業なので平等でなければいけないと思うのですけれども、ある程度選

定はしたのだとは思いますが、それが地域なのかどういう基準で選んだの

かを対外的にもしっかりと説明できるような合理的な理由をちゃんと把握

してください。あと少し脱線しますが羽石議長の全国大会関連事業の出店

の件ですが、実際ホームページで出店募集して候補してから選定している

ようです。そういった手順をふんでちゃんとやっているので、６月にそこ

までやってくださいということはないですが、やはり公益事業なので、し

っかり根拠を作っていっていただく必要はあるかと思います。 

 

＜羽石＞   今回の協賛する側のメリットというのはどこにあるのでしょうか、もちろ

んジュースとかいただいてくばるのですけれども、どういった形で協賛し

ていただいた企業に報告しているのですか。 

 

＜林＞    協賛企業様に明確なメリットというのが提示できていないということは確

かにあるかと思います。一応予定と致しましてモニターで協賛企業様の名

前を出すという予定はあります。またポスターのページなどそういった所

での名前の宣伝とでしか掲載はしていませんでしたので、そういったメリ

ット等、協賛企業様に対しての広告に関しましても持ち帰り検討いたしま



す。 

 

＜村上＞   ポスターじゃなくて募集計画なのかなと思いました。 

 

 

協−０７ その他 

  

 なし 

 

 

１４. 報告事項 

 

報−０１ メディア掲載報告について 

 

資料に基づき、橋本事務局長より上程文の読み上げ。 

 

＜中島(崇)＞ 補足ですがテレビに出演した内容に関しましては、映像の方をＹｏｕＴｕ

ｂｅチャンネルやホームページ、そういったところでリンクを貼ってみて

いただける様な形で計画を進めております。なお栃木テレビの方のページ

には過去ログという形で掲載されておりますので報告させていただきます。 

 

 

報−０２ 対外出向者について 

 

＜中島(崇)＞ ご一読ください。 

 

 

報−０３ 年間公式スケジュールについて 

 

＜中島(崇)＞ ご一読ください。 

 

 

報−０４ ２０１４年度カレンダーについて 

 

＜中島(崇)＞ ご一読ください。 

 



 

報−０５ 会費納入状況について 

 

＜中島(崇)＞ まだ会費を入れていただいてない方が黄色の塗りつぶしです。こちらに関

しましてはもちろんラインで再度連絡をしていただいて、必ず入金をして

いただくようにお願いをいたします。実際に事業、例会にしっかりと出席

していただいているメンバーでも入金をしていないメンバーがいらっしゃ

います。これは本当に声がけ一つだと思いますので必ず伝えるようにして

ください。 

 

 

報−０６ 特別会員入金状況について 

 

＜中島(崇)＞ ご一読ください。 

 

 

報−０７ 次回開催について   

 

＜中島(崇)＞ ５月１４日（水）１９：００～ コンセーレ ＪＣルームにて開催。 

 

 

１５. 監事講評                ＜澤田＞ 

 

 総務委員会の皆様設営ご苦労様です。何を話そうかなと考えていたのですが、黒川監事

を見習い何の日かというのを話そうかなと、それか一個ずつ去年の朝田監事のように常任

理事会全体の好評をしようかと、考えた結果全部いうことに決めましたので長く話したい

と思います。 

まず何の日か、今日はヨットの日、そして四万十の日、駅弁の日だそうです。ただどれ

も引き出しないのでやめときますが一応この三つです。それと、全体的に常任理事会の感

想ですが、やはり毎回いわせていただくと意見が少ないというのが残念です。今日若干一

人頑張っているなと思ったら代理で来てくれた木村委員長だったのですね。本当に素晴ら

しく時差ぼけもなく色々な意見を一生懸命いっていただき本当にすごいなと思いました。

ただ本当に常任理事会、常任の皆様の意見が出ないのだなとつくづく感じてしまっており

ます。これはなぜかわからないのですけれども、予定者の段階で理事長が常任理事会をし

っかりとやろうといっていたと思うのですけれども、わたしのその時の感想は、今年常任

じゃなくてよかったと思いましたが、常任理事会が一番ぬるいような気がします。理事会



の方がまだましなのかなというぐらい、常任理事会はさっと終わっていく感じがするので、

この辺はもう少し理事長がいったようにやって行くのが筋です。長い常任理事会がいいと

いっているわけではないですが、やはりしっかりここでガチガチにやっておかなければだ

めだと思うのです。そのへんはもう一度考え直してください。常任理事の皆様、いいづら

いのかなというのもあるのでしょうけど、やはり今日飯野監事とも話したのですけれども、

この内容だと下手したら相当かかるかもという内容なのです。報告議案もいよいよちゃん

としたこと業として上がってきましたし、事業で上がって来た報告議案であったり、ＰＲ

事業も今までやったことで６月のＡＳＰＡＣ、これは本当に大変なことです。もう少しち

ゃんと考えなければならないと思います。山形で例会をやるというのは、私は入会者じゃ

ないので、これはもう少ししっかりとどこがよいのか悪いのか話さないとダメだと思いま

す。その次の事業からも１００万円越えの事業ですし、別に予算が大きいからどうのとい

うわけではないですけれども、もう少しやっぱり、常任理事会で詰める所があったのでは

ないのかなと思っております。 

そして一つひとつ気づいた所をいっていきたいのですけれども、まず市長例会の報告で

すが、この引き継ぎ事項をみてもらいたいのですけれど、たとえば２番の例会の進行をス

ムーズに行うためとか、シュミレーション不足でしたとかこの辺は引き継ぐほどのレベル

じゃない。ほとんどそうだと思うのですけど、もしシュミレーション不足というのならい

きなり突発的にこういうこともあるのでシュミレーションしておいたほうがよいという引

き継ぎは必要だと思うのですけれど、全体の例会の設営のシュミレーションをしていなか

ったというのを引き継ぎに書くことでもないと思います。一応その辺は考え直してみてく

ださい。後このＰＲ事業、３０代男と書いてありますが、ＪＣって２０歳から入れるので

すよね、女子もいるのですよね、そのへんももう一回考えた方がいいと思います。３０代

男の団体としか思われませんので。その辺感じました。あとＡＳＰＡＣ、これ大変ですよ、

太城議長がいっていましたけれども例会と位置付けるのであれば拡大を考えてください。

例会を馬鹿にしないでください。一回の例会の出席、欠席というのはたとえば次の年の選

挙権とかにも関わってくるのです。そのへんもしっかり考えてまた違った手法を考えてい

ただきたいと思います。たとえば例でいうならば宇都宮で土曜日に事業をやるとか、そし

てそっちに来てくれても出席になるとか、そのようにしてあげてもいいのではないかなと

思います。本当に拡大に関して例会参加というのはすごく大切なので、そのへんもちゃん

と考えた上で、ＡＳＰＡＣが例会だからとかの前に、例会という位置づけを考えてくださ

い。だからこそさっきいった常任理事会で、何であんなに意見がでないのかなと感じまし

た。 

それと全国大会関連事業もだんだんまとまってきたのでしょうけれど、このイベント的

なものをやるやらない、よいか悪いかはわかりませんが、その方向でよいとしてもどんな

イベントでもたとえば被災地にむけての支援を俺たちはやるんだとか、たとえば盲導犬の

募金とか、こっちの議案の中の目的というのは一般の方にはどうでもいいのですよね、た



だせっかく目的を立てるのだから、詳しいことは一般の人に知られる必要はないけれど、

そのイベントに遊びに来たら、こういうことのためにやっているのだなというのがわかる

ようなイベントにしてください。たとえば金魚すくいや綿飴があってもいいと思うのです

よ、ただそこの一割は被災地に送りますと書いて、どのブースでも、ステージでも同じこ

とをやっていれば多分来た人たちも、ああそのためにやっているのだなと伝わるので、共

通的意識、目的というものを来ていただいた方がなんとなくこんなことのためにこのイベ

ントやっているのだなとわかるようにしていただければなと思います。あとはダンスはで

すね、私もこの事業が本当に好きなのですけれども、去年は市のほうも教えてもらいにき

て、これが本当の理想の形だなとなってきました。ただ現状はやはりやることがない。た

とえば林常任が福委員長だったころ、多分オリオンスクエアでやって、その他に太城委員

長がでかい事業を抱えていて、その少ない人数でもできてしまう事業なのです。それをわ

かっているのであれば常任がアドバイスをして、それを１４０人かけてやったらどのくら

いの人がやることがない状況になるのか、会場まで決めてもらい、そこまでやったら去年

と一緒ではなくて、新たなこと、その辺をアドバイスしてあげるのが常任じゃないのかな

と思います。というわけでもう少し常任理事であるという自覚を持って、しっかりとした

意見を出し合って一つひとつの事業をもう少し真剣に考えていただきたいなと思います。 

 

  

１６. 閉会宣言                ＜中島(崇)＞ 
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